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~双子の土俵入り~　９月23日、鹿山神社（宿禰）で行われた奉納相撲の子供土俵入りで、めずらしい双子での土俵入りがありま
　　　　　　　　　　　した。（関連記事は１３ページに記載）
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会計
使用料

　　　　　　7239万円1.21ぢ
　　　諸収入
　　8911万円1.4%へ､

ここ≧

こ繰越金　　_

1億8856万円3j％

　分担金・負担金

　1億i503万円1.9％

　その他依存財源

　953万角().2％＼

自動車取得税交付金

　942万円().2％｀ヽ

地方特例交付金一

502万円0,0％

　利子割交付金/

　227万円00ソ

　地方譲与税

5707万円0.9％
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その他
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地方交付税
19億5981万円
　　32,2％

2’地方債

5億7210万円

　　9.4％_

－
　
一
一

ｉ

ト

１

１

／

　
平
成
2
5
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の

決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　
町
民
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
が

行
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
2
5
年
度
渋
諮
記
号

波
佐
見
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　　歳入の総額は、60億9､137万円となり、24年度に比べ2億412万円の増加となりました。本町の決算規模は

　54億円前後ですが、近年は国の経済・雇用対策で補助事業の前倒しや地方交付税、各種補助金・交付金が増

　加しており24年度に引き続き決算規模が大きくなっています。

１　町民皆さんから直接納めていただいた町税、分担金・負担金及び使用料・手数料や諸収入などの自主財源

　は17億4､664万円（構成比28.7％）で、24年度に比べ7「､093万円（4.2％）増加しました。これは扶養控除の

縮小や工業団地進出企業の納付増に伴う町税の増などが主な要因です。

１　この自主財源の構成率（28.7％）は、木町と人口構成などが似通っている全国の自治体（類似団体）平均

　値30､6％と比べ低い状態で、依然として財政の安定性、行政の自主性に乏しい状況です。

　　一方、地方交付税、地方債、匡］庫支出金、県支出金等の依存財源は、43億4､474万円（構成比71.3％）で、

　24年度に比べ、1億3､333万円（3.2％）増加しました。この主な要因は、防災行政デジタル無線施設整備完

ｌ了に伴い地方債の借り入れ減がありましたが、町道整備及び公営住宅建替に伴う補助金や国の経済対策に伴

　う地域活性化交付金、雇用創出交付金などが増加したためです。

　　なお、町税や地方交付税など、使途が特定されておらず町の判断で使用できる財源、いわゆる一般財源の

　合計は、33億9､624万円なり、24年度に比べ、4j〕33万円増加しました。
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町営住宅建替事業（鹿山団地）

町遜整備事業（町這南部線他）

東小学校大規模改修事業

　　　　　　＿＿　　一　一一

第６分団消防詰所廸替事業
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|町税

個人町民税、法人町民税、固定資産税、

軽自動市税、町たばこ税、入湯税など

|地方交付税

自治体の規模等に応じた国が定める行

政サービスに必要な費用について、不

足する財源に対して交付されるお金

■　　　　－　一ﾄ一一一一　－国・県支出金|

目的に応じて国、県から負担及び助成

されるお金

地方伍
－一一･
自治体が建設事業を行う際に、国の同

意等を得て行う借入金

　　　　　　　--－交住念Ｕ削i税等|

特定の目的で課税された国税等が自治

体の規模等に応じて配分されるもの
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]議員の給与、退職金パ礒員報酬、各
委員会=委員の報酬などの経費

扶助費

児童手当、保育所運営費、老人福祉
費、医療費助成など、いわゆる社会
保障費にあたる経費

公積毀

過去に借り入れした地方欽の元利償
還金

物件費

行政事務経費(賃金、旅費、消耗品、
通信費、委託料、備品購入費など)

紺=[詐|次兄f

自治体が管理する道路、施設などの
維持補修費

福助賢等

各種団体への補助金や複数の市町で
構成している団体等への負担金など

皆出金

･･･般会計から各特別会計に支出され
る経費

投資及び出資金・
　　　　　貸付金
　4779万円0.8％

　　　　　県営事業負担金等　　災害復|日事業
　　　　　　　844万円0.1%　　47｢7万円0.1%
　　単独事業
2億7181万円4.6%　　　　　　　

レ

　　　補助事業　　　　　　　　7ぷﾝ1な§L円

　6ｲ91o1　円

5　　　

11.面
　　　　　　　投資的経

!6.5％

　積立金
3億5390万円

/11

　　　6.C)％

　　　維持補修費
　3195万円0,5％

.＆.

　扶助費

11億3343万円
　19.2％

　　公債費

7億439万円
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　歳出の総額は、59億1､829万円となり、24年度に比べ2億1960万円の増となりました。

　人件費、扶助費、公債費の義務的経費の構成比率は43､0％で、前年度の44.5％に比べ、扶助費が増加した

ものの人件費（職員給）が減少したことから改善しましたが、依然として柔軟性に乏しい財政構造となって

おり、類似団体の33.2％に比べても高い割合です。本町の特徴として、人件費の割合は低いものの、扶助費

の割合が高いことが義務的経費の比率を押し上げている要因です。

　また、その他の経費の比率は、40.5％となり、国・県の雇用関連事業実施に伴う物件費の増や国の経済対

策に伴い地域活性化交付金を基金に積立てたことから、前年度比20.2％の増となりました。

　一方、建設事業などの投資的経費は、9億7゛､602万円（構成比16.5％）となり、前年度に比べ1億9､230万円

（16.5％）減少しました。これは、本年度においても町道整備や公営住宅建替などを継続中ですが、前年度

の防災行政デジタル無線施設整備事業が完了したことが主な要因です。

　財政指数については、地方債の返済が順調に推移していることや過去に実施した低利借換などの効果によ

り実質公債費負担比率並びに将来負担比率とも改善が見られましたが、公共施設の老朽化に伴う更新費用や

社会保障費の増大、他会計への繰出金等の債務が増加傾向であることから、これ以上の大きな改善は見込め

ず、今後も慎重な財政運営が求められています。

　このため、今後においても健全財政のため、効果的・効率的財政運営を図って行く必要があります。

■波佐見町の決算を家計簿にたとえると

町民1人当たりの収入額 (単位：円)

項　　　　目 経費内容 波佐見町類似団体

給料 町税 80,415 1 1 1 ，465

一一　　　　一一　　一一　親からの仕送り 地方交付税、国庫支出金など 248j51 370,464

その他の収入 負担金、使用lk基金繰入など 22,069 53,458
ローンの借入れ

　　　一 一　　　一
37,631 52,467

　　－

前年度繰越金
‾rこに㎜㎜･-
　　12,403 21, 579

合　　　計 400,669 609,433

町民1人当たりの支出額

項　　　　目 経費内容 波佐見町 類似団体

食費・光熱水費 人件費、物件費 83,656 142,403

　教育費・仕送り

　・親類への援助

一一一一一一　　　　一一
　増改築・車の購入

扶助費、繰出金、補助費など 171,819 190,222

－-　－
　85,002投資的経費など 64,199

貯金 積立金 23,278 101､977

ローン返済 公債費 46､332 56,675

合　　計 389,284 576,279

※平成26年3月31日現在の人口15,203人で算出しています。

　類似RI休は平成24年度の数値です。

●2の４ｊ∂広創紹ﾘ1!
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項　　　　日 25年度 前年度比 内容説明

財政力指数 138
０．０１

の改善

財政力を示す指数、

高いほど良い

経常収支比率 85､5
１．０ポイ

ントの改善

　　　　　　　　　－
財政の弾力性を示す

数値、低いほど良い

実質公債費比率 13.9
１．０ポイ
ントの改善

単年度に負但した債
務の割合、低いほど
良い

将来負担比率 34.0
15.8ポイ

ントの改善

将来にわたり負担す
る債務の割合、低い
ほど良い

※実質赤字･連結赤字比率は、黒字のため該当なし

■地方債及び基金残高

項　　目 　25年度末
　　　　　　－

29億45〔}2万円

内容説明

基　　金
前年度比

3億54{〕1万円の増

地方債 6dｲ斟76万円
前年度比
3332万円の減

」

！



平成25年度国民健康保険事業特別会計決算

　　　介雄納付金　　　　　　　その他　　　総務費
　　　ssl?万円　　　　673万円戸la万円
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i億2497万円
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その他

192万円

　0,1％

　　保険祁

　3億31?4万円

　　IS,S％

　　歳入

18億589万円

平成25年度後期高齢者医療保険事業特別会計決算

Λ混一
総務貨

381万円

2.U％

　　歳出

1億3553万円
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一般会計峻入金

　48j9万円

　　39％ 歳入

一 一
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特定入所■介護サービス費

　　　　　　3396万円3.1％

　高額介護・高額医療

　合算介護サービス費

　　　M01万Pﾓけ3％

　サービスII叫給付賢

　　　5326万円48％

　住宅改修賢

521万円0.5％
へ

馮祉用具購入費

　128万円0.1％

　平成25年度介護保険事業特別会計決算

地域支援事業費芒昌げ゛

匠詰煕‰

　　歳出

11億634万円
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居宅公議サービス債.

　　6億3055万円_＿＿.

　　　57SLご二ご‾

縁越1

1122万円
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歳入

平成25年度波佐見町営工業団地整備事業特別会計決算

　　総務管理費万1万円{}認

　歳出

335万円

建設費

IX)万円

23.9％

　－－
－－

■㎜
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歳入

　　保険料

2池25釦万円

　　阻1％

351万円　　　　　　，
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一
管
処
管
公
合

　|,701万円

　6,792万円

　　36万円

　8,210万円

1億5,578万円

　8,06{}万円

　　721万円

　　531万円

4億1,629万円

　2,914万円

　　499万円

　4,518万円
１
１億8，

憶4，

4億11

929万円

197万円

057万円

■資本的収支

　　　　収入　　　　　　　　　　3,814万円
　　　　支出　　　　　　　　　1億U〕49万円

　　　　差引　　　　　　　　△1億2,235万円

　1億2,235万円が不足しましたが，不足した財源は,過年度分
損益吻定留保資金および建設改良枝立金を充当しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(消費税抜)

一一－

　収

　入

く企業債）

企業債 3,000万円

〈負担金ほか〉
配水管布設工率負担金など 814万円

収　　　入　　　計 3,814万円

支

出

〈建設改良費〉
配水管布設工事など

1億1,334万円

く企業債償還金）
元金償還金 4,715万円

支　　　出　　　計 1億U〕49万円

■資本的収支

　　　　収入
　　　　支出
　　　　差引

前年度からの繰越事業。

・実質収支
歳
歳
歳
繰
実

入
越

総
総
差

　
　
出

入
出
歳

明許費繰
質　収　支

引
越

額
額
額
頻
頻

積
口
口
量

面
人
人
水

域
内
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接

区
　
　
有

　
区
道

理
理
水
間

処
処
下
年

・収益的収支（損益計算）

　　　収入　　　支出

4億1,629万円

4億1,057万円

　　　572万円

　　　350万円

　　　222万円

(平成26.3,31現在)

　　　　　298ha

　　　　6,826人

　　　　4,945人
　　　444,342�

2億6,12n万円

2億4,998万円

　　　　差引　　　　　　　　　　1､122万円

　1､122万円の当年度純利益が生じました。

　これは平成26年度以降の建設改良事業費及び企業債の償還積
立金などに充てることになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(消費税抜)
－ 一 一 　 　 　 　 　 　 　 －

一 一

収

入

〈営業〉
給水収益,加入金など

2億6,019万円

〈営業外その他〉
預金利乱雑収益 101万円

収　　入　　計 2億6,120万円

支

出

〈営業〉
原水･浄水,配水･給水,総係費,減価
償却費,資産減耗費など

2億2,537万円

〈営業外その他〉
支払利息,雑支出

2,461万円

支　　出　計 2億4,998万円

暗　　　　水　　　　人　　　　ロ 15,147人

給　　　　水　　　　戸　　　　数 5,070戸

年間有収水量（売上げ水量） 1，266,255�

！人当たりの使用水量（１日当たり） 229,Lg

1ｲ釧,800万円

1億5,053万円

……--－･㎜･---　”■　　　了47万円

施設整備に係る財源と費用になっています。

(消費税抜)
－ 　 　 －

収

入

〈企業債〉

企業債 1億3,040万円

〈出資金〉
一般会計から

2,760万円

収　　　入　　　計 1億5,800万円

支

出

〈建設改良費〉
導水管布設、ポンプ場工事

1億5,053万円

支　　　出　　　計 1億5,053万円

●26ﾘ４玉ﾄﾞ一路佐尼

圓収益的収支（損益計算）

　　　収入　　　支出
1,641万円

　605万円

　　　　　差引　　　　　　　　　　1,036万円

　平成25年度6月から供用開始を行いました。
　1,036万円の純利益となりましたが，大半が一般会計からの

補助金となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(消費税抜)
－ ‥ － － － － － - － - － － - … 一 … … － － － - － - － - － - - － － - － -　 　 ． ． ． ． ＿ ＿ 　 ． ＿ ． ． ． ¬ 　 ＿ _ ＿ ． ＿

収

入

〈営業〉
給水収益

627万円

〈営業外その他〉

一般会計補助金
1,001万円

〈特別利益〉
過年度損益修正益

13万円

収　　　入　　　計 1，641万円

支

出

〈営業〉
原水･浄水,総係費

96万円

〈営業外その他〉
企業債利息、雑支出 509万円

支　　出　　計 605万円



ぐ
卵
Ｕ
ｙ
固
匝

～
天
正
遣
・
欧
少
年
使
節

　
の
足
跡
を
辿
っ
て
～

　
1
6
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
っ
た
天
正
道
政
少
年
使
節

　
（
原
マ
ル
チ
ノ
＝
波
佐
見
町

出
身
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千

々
石
ミ
ゲ
ル
、
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
）
の
足
跡
を
辿
リ
、
そ

の
歴
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

に
触
れ
、
現
地
の
人
た
ち
と

の
交
流
を
図
る
天
正
道
欧
少

年
使
節
の
一
行
が
、
８
月
２

日
～
９
日
ま
で
の
８
日
間
、

イ
タ
リ
ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
使
節
は
、
天
正
遣
欧

少
年
使
節
４
少
年
の
出
身
地

や
ゆ
か
り
の
あ
る
宮
崎
県
西

都
市
、
長
崎
県
大
村
市
、
西

海
市
、
雲
仙
市
、
南
島
原
市
、

波
佐
見
町
の
中
学
生
1
2
人
と

随
行
員
ア
人
の
計
1
9
人
で
結

成
さ
れ
た
も
の
で
、
本
町
か

ら
は
田
崎
興
萌
瑠
君
（
折
敷

瀬
郷
）
、
楠
本
歩
花
さ
ん
（
小

樽
郷
）
と
随
行
職
員
１
人
の

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
未
知
の
世
界
に
旅
立
っ
た

天
正
遜
欧
少
年
使
節
の
功
績

を
実
感
し
な
が
ら
、
日
本
と

全
く
異
な
る
文
化
に
触
れ
た

２
人
は
、
ど
ん
な
経
験
を
し
、

伺
を
感
じ
取
っ
て
き
た
の
で

し
よ
う
か
。

図

天
正
造
欧
少
年
使
節
イ
タ
リ
ア
研
修
を
終
え
て
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私
が
今
回
の
海
外
派
遣
事
業
に
参

加
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
３
つ
あ
り

ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
初
め
て
の
海
外
旅
行

と
な
っ
・
だ
、
イ
タ
リ
ア
の
文
化
に
つ

い
で
で
す
。
海
外
へ
の
旅
行
は
、
初

め
て
で
し
た
し
、
私
に
と
っ
て
最
も

興
味
深
い
国
だ
っ
た
の
で
、
期
待
と

感
動
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。

私
の
父
は
、
建
築
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
、
小
さ

い
頃
か
ら
建
築
物
に
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
今
住
ん
で
い
る
波
佐
見
町
の

講
堂
μ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
国
の
建
築
物
が
モ
デ
ル
だ
と

父
か
ら
色
々
と
間
い
て
い
ま
し
た
。

父
が
あ
ま
り
に
も
嬉
し
そ
う
に
話
す

の
で
、
父
に
付
い
て
建
物
の
中
を
見

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
古
い

建
物
の
中
に
日
本
建
築
と
洋
風
建
築

が
混
ざ
っ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
じ

で
し
た
。
自
分
の
目
で
見
て
確
か
め

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
８
日
間
で
教
会
を

中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
歴
史
と
と
も
に
文
化
を

学
び
ま
し
た
。

　
１
一
日
目
に
行
っ
た
ド
オ
Ｆ
モ
（
ミ

ラ
ノ
大
聖
堂
）
で
は
、
外
見
か
ら
の

想
像
を
遥
か
に
超
え
た
内
部
で
し
た
。

こ
の
聖
堂
に
限
っ
た
こ
と
で
な
く
、

ど
の
教
会
に
も
モ
ザ
イ
ク
画
や
ス
テ

ン
ド
ガ
ラ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
、
繊
細
で
彩
り
が
多
彩
で
と
て

も
美
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、

日
本
で
は
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
い

こ
と
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
３
日
目
や
４
日
目
に
行

っ
た
宮
殿
や
ト
レ
ビ
の
泉
、
そ
こ
に

は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
彫
刻
が
あ
り

ま
し
た
。
彫
刻
だ
け
で
な
く
、
よ
く

見
ら
れ
た
の
は
、
ブ
ロ
ン
ド
な
ど
で

作
ら
れ
た
像
で
し
た
。
建
築
物
の
要

所
要
所
に
彫
刻
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
装

飾
し
て
あ
る
の
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
の

国
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
私
が
１
番
見
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
が
『
「
ロ
ッ
セ
オ
で

す
。
コ
ロ
ッ
セ
オ
は
、
古
く
に
は
闘

技
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
建
物
の
構
造
は
、
そ
の

頃
か
ら
の
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
と

て
も
そ
の
当
時
か
ら
存
在
し
て
い
た

と
は
、
思
え
な
い
ほ
ど
す
ぱ
ら
し
い

建
築
物
で
し
た
。
色
々
な
こ
と
を
想

定
さ
れ
、
考
え
ら
れ
、
計
算
さ
れ
て

造
ら
れ
た
建
物
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
構
造
の
中
で
も
建
物
全
体
を
支

え
る
桂
は
、
重
さ
を
分
散
さ
せ
る
こ

と
の
で
き
る
ア
ー
チ
型
に
な
っ
て
い

た
の
が
一
価
印
象
に
残
リ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
の
文
化

に
は
、
特
徴
的
な
も
の
か
多
か
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
し
た

　
２
つ
目
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
日
本

と
海
外
の
違
い
で
す
。

　
違
い
は
、
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
文
化
や
、
歴
史
、
金
銭
感
覚
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
文
化
の
面
に
つ
い
て
で
す
。

波
佐
見
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
ま
　
も
　
る

　
　
田
崎
　
貰
萌
瑠

前
文
で
も
朧
い
た
よ
う
に
一
番
の
違

い
は
、
建
築
物
だ
と
思
い
ま
す
。
使

っ
て
い
る
材
料
が
日
本
は
木
材
が
中

心
な
の
に
比
ぺ
で
、
イ
タ
リ
ア
は
大

理
石
な
ど
が
多
い
。
材
料
の
違
い
、

建
て
方
の
遣
い
、
装
飾
の
違
い
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
食
文
化

の
違
い
や
、
生
活
習
慣
の
違
い
も
あ

る
で
し
よ
う
。

　
次
に
、
歴
史
の
面
に
つ
い
て
で
す
。

　
日
本
は
、
島
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
国
で
す
が
、
イ
タ
リ
ア
は
、
近
隣

諸
国
に
接
し
て
お
り
、
国
の
成
り
立

ち
も
異
な
。
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
、
違
っ
て
い
る
こ
と
の
方
が
多

か
っ
た
中
で
、
波
佐
見
と
似
て
い
る

と
感
じ
た
伝
統
芸
術
品
が
あ
り
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
ン
ガ
ラ

ス
で
す
。
波
佐
見
町
も
波
佐
見
焼
で

有
名
な
陶
芸
の
町
で
す
。
ガ
ラ
ス
と

陶
器
で
は
遣
っ
た
も
の
で
す
が
、
と

て
も
美
し
い
も
の
で
し
た
。
ガ
ラ
ス

を
見
て
い
て
す
ぱ
ら
し
い
と
思
う
一

一
万
で
、
何
気
な
く
見
て
・
い
た
陶
器
に

つ
い
て
も
、
両
度
興
味
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。
旅
行
を
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
申
で
身
近
な
こ
と
に
気

づ
い
た
事
で
し
た
。

　
二
つ
の
伝
統
芸
術
品
は
、
歴
史
と

と
も
に
受
け
継
が
れ
、
職
人
の
手
で

今
も
な
お
、
次
の
世
代
へ
受
け
継
が

れ
て
い
か
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

国
は
這
っ
て
も
大
切
な
も
の
は
、
人

か
ら
人
へ
と
残
っ
て
い
く
も
の
だ
と

恐
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
金
銭
感
覚
の
達
い
で
す
。

　
こ
れ
は
、
便
っ
て
い
る
通
貨
か
遣

う
た
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
イ
タ

リ
ア
と
日
本
で
は
、
お
金
の
価
値
が

か
な
り
逞
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

税
金
の
違
い
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本

が
消
費
税
８
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
に
比

べ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
2
0
パ
ー
セ
ン

ト
で
し
た
。
日
本
は
、
４
月
か
ら
８

パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
っ
た
ば
か
り
で
、

物
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し

て
ま
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
は
さ
ら
に

高
く
、
買
い
物
に
は
苦
戦
し
ま
し
た
。

　
３
つ
目
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
回

の
よ
う
に
海
外
に
行
か
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
で
、
日
本
の
良
さ
で
す
。

イ
タ
リ
ア
で
水
を
買
わ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
日
本
で

は
、
買
わ
ず
と
も
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
分
か
る
の
は
、
日
本
で
の

生
活
環
境
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
街
の
な
か
で
は
、

イ
タ
リ
ア
に
行
く
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
ご
み
が
散
ら
ば
り
と
て
も
汚

く
見
え
ま
し
た
。
日
本
に
は
、
そ
ん

な
こ
と
も
な
く
街
は
、
と
て
も
綺
麗

に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
派
遣
事
業
に
参
加
し
て
学

ん
だ
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
　
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
後
、
自
分
の

将
来
の
目
標
や
夢
の
た
め
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
事
業
に
参
・
加
す
る
機
会
を
く

た
さ
っ
た
方
々
、
派
遣
に
あ
た
っ
て

色
々
と
準
備
や
助
言
を
し
て
い
た
だ

い
た
学
校
・
教
育
委
員
会
の
先
生
方

や
役
場
の
方
・
両
親
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
だ
け

の
も
の
に
せ
ず
、
地
域
の
方
々
や
友

人
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

だト広=限浸佐尼∂2r:μ４．



派
遣
事
業
に
参
加
し
て

　
私
。
は
、
こ
の
研
修
で
い
ろ
ん
な
経

験
を
し
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
研
修
で
初
め
て
海
外
に

行
き
ま
し
た
。
私
が
、
こ
の
研
修
に

参
加
し
た
い
と
思
っ
た
理
由
の
一
つ

に
「
海
外
を
自
分
の
目
で
見
た
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

海
外
に
行
っ
て
日
本
と
海
外
の
違
い

を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
イ
タ
リ
ア
の
街
に
つ
い

で
で
す
。
日
本
は
、
木
造
建
築
や
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
た
建
物
が
主

流
で
す
が
、
イ
タ
リ
ア
は
石
造
り
の

建
物
ぱ
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
建
物
は
、
何
世
紀
も
前
に
造

ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

そ
し
て
、
何
世
紀
も
前
に
建
て
ら
れ

た
も
の
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
本
の
木
造
建
築
の
よ
う
に
温
か
み

は
あ
ま
り
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
石
造
り
の
建
物
に
は
、
何
百
年

も
存
在
で
き
る
、
と
て
も
大
き
く
豪

華
な
建
物
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
改
め
て
、

日
本
の
木
造
建
築
の
食
さ
も
わ
か
り

ま
し
た
。

　
建
物
だ
け
が
達
っ
た
わ
け
で
は
あ

　
波
佐
見
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゆ
か

　
　
　
楠
本
　
歩
花

リ
ま
せ
ん
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
路
上

に
た
く
さ
ん
の
ご
み
が
落
ち
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
日
本
で
は
考
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
す
。
水
も
有
料
て
し

た
。
日
本
で
は
、
水
道
の
水
は
、
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
飲
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
こ
と
を
知
っ

た
時
、
日
本
の
技
術
は
す
ご
い
の
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
日
本
で
水
を
買

っ
て
も
イ
タ
リ
ア
ほ
ど
お
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
イ
タ
リ
ア
で

は
水
が
塁
重
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

た
だ
日
本
で
も
水
不
足
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
水
を
大
切
に
し
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
私
・
が
初
め
て
体
験
し
た
こ

と
で
す
。
こ
の
研
修
で
は
、
普
通
の

観
光
で
は
で
き
な
い
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
教
会

神
学
校
に
あ
る
石
版
を
見
た
こ
と
で

す
。
そ
の
石
版
に
は
、
天
正
漕
欧
少

年
使
節
団
が
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
こ

と
を
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、

四
少
年
が
立
っ
た
地
に
実
際
に
立
っ

て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の

で
、
本
当
に
訪
れ
た
場
所
に
立
っ
て

い
る
の
た
と
感
動
し
ま
し
た
。
他
に

も
ロ
ー
マ
法
王
と
の
謁
見
な
ど
、
も

う
二
度
と
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
遠
く
て
あ
ま
り
見
」
λ

ず
残
念
だ
っ
た
の
で
す
が
、
法
王
か

ら
「
日
本
か
ら
来
た
使
節
団
に
幸
あ

れ
」
。
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
と
、
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
聞
き
、
と
て
も
光
栄

な
こ
と
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
タ
リ
ア
の
学
生
と
の
交

流
も
、
普
通
の
旅
行
・
で
は
で
き
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ

ま
で
な
か
な
か
自
分
か
ら
積
極
的
に

話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
交
流
会
で
は

自
分
か
ら
積
極
的
に
謳
し
か
け
て
、

仲
よ
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
研
修
に
は
、
先
に
あ

け
た
よ
う
な
、
自
分
を
変
え
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
参
加
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
性
格
が
変
わ
っ

た
の
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

私
は
、
研
修
中
団
員
の
人
た
ち
と
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
知
り
合
い
が
い
な

い
と
い
う
、
今
回
の
研
修
は
と
て
も

不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
団
員
の
人

が
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
て
、
そ
の

不
安
が
和
ら
ぎ
・
目
分
も
積
極
的
に
話

し
か
け
よ
う
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
団
員
の
人
た
ち

と
と
て
も
仲
よ
く
な
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
。
い
ま
す
。
こ
の
研
修
を

機
に
、
学
校
で
も
話
し
た
こ
と
の
な

い
人
に
も
話
し
か
け
、
友
達
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
、
こ
の
研
修
に
参
加
で

き
た
か
ら
で
す
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
感
じ
、
日
本
に
湯
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
、
学
校
代
表
、
波

佐
見
町
代
表
と
し
て
研
修
を
し
ま
し

た
。
私
が
学
ん
だ
こ
と
や
海
外
に
行

っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
私
に
し
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
私
は
イ
タ

リ
ア
で
学
ん
だ
歴
史
や
、
イ
タ
リ
ア

と
日
本
と
の
違
い
を
し
っ
か
り
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
異
文

化
に
触
れ
で
感
じ
た
こ
と
も
伝
え
、

異
文
化
に
触
れ
よ
う
と
し
な
い
人
に
、

も
っ
と
興
味
を
特
っ
て
ほ
し
Ｉ
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
研
修
。
で
は
、
た
く

さ
ん
の
初
め
て
、
そ
し
て
貴
重
な
体

験
を
し
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う

な
思
い
出
も
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
体
験
や
思
い
出
が
で
き
た
の
は
、

た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
つ
た
か

ら
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
研
修
に
携
わ

り
、
世
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

一
緒
に
行
っ
て
、
一
緒
に
活
動
し
た

団
員
、
私
た
ち
が
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
随
行

員
の
一
万
々
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
研
修
に
参
加
す

る
た
め
の
助
成
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

町
、
そ
し
て
何
よ
り
も
準
備
な
ど
を

私
よ
り
も
気
に
か
け
、
心
配
し
て
く

れ
た
家
族
に
感
謝
し
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
経
験
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
や
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
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▲四少年が訪れた事が記されている
石版（ヴェネティアの教会神学校）

▲現地学生との交流▲ドウオーモ大聖堂（ミラノ）
　前での集合写真
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波
佐
見
町
長
選
挙

沃
且
且
汗
に
巧
回
目
を
始
動

　
任
闘
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
９
月
２

日
に
告
示
さ
れ
、
現
職
の
一
瀬
政
太
町
長

以
外
に
立
候
補
の
届
け
出
が
な
く
、
無
投

票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
回
目
の
就
任
に
あ
た
り
、
新
た
な
決

意
で
町
政
運
営
の
所
信
の
表
明
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

tF??

ｸ?ﾔj

▲９月８日の当選証詞授与式で
　挨拶する一溺政太町長

　
こ
の
度
、
町
民
の
皆
様
の
漂
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
町
政
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
２
期
連
続
無
投
票
で
当
選
と
い

う
結
果
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と

も
に
、
こ
こ
に
改
め
て
衷
心
よ
り
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
４
期
1
6
年
問
、
常
に
［
開
か

れ
た
町
政
］
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
安
心
し
て

希
望
が
持
て
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
現
在
、
継
続
中
の
事
業
や

新
た
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て

「
瀬
敬
太
氏
が
無
投
票
当
選

お
り
ま
す
が
、
次
の
５
つ
を
柱
と
し
て
、

元
気
で
住
み
・
貝
い
町
の
実
現
に
向
け
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
箆
悶
阻
２

　
雇
用
の
剔
出
は
、
町
民
福
祉
の
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、
停
滞
し
て
い
た
経
済
は
、
ア
ペ
ノ
ミ

ク
ス
効
果
で
企
業
の
投
資
意
欲
に
改
善
が

見
受
け
ら
れ
ま
ず
。
現
在
、
精
力
的
に
企

業
訪
問
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
り
、
平
成
2
5
年
３
月
に
完

成
し
た
町
営
工
業
団
地
へ
の
早
期
の
企
業

の
進
出
を
図
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
企
業
の
進
出
は
、
新
た
な
人

の
流
れ
を
生
み
出
し
、
人
口
の
増
加
や
そ

れ
に
商
店
街
の
賑
わ
い
な
ど
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

二
、
坦
坦
産
業
の
振
興

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
・
窯
業
と
農
業

の
振
興
は
。
、
食
生
活
の
変
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
経
済
の
低
迷
が
続
き
、
需
要
の

回
復
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
新

た
な
価
値
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
販
路
開

拓
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
本
年
７
月
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
任
命
し
ま
し
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
情
報
発

信
力
で
、
町
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
エ
貝
献
し
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
今
後
は
、
新
商
品
の

開
発
な
ど
積
極
的
な
事
業
提
案
を
期
待
す
　
五
、
行
財
政
改
革
の
徹
底

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
ど
ち
ら
の
産
業
も
後
継
者
の
育

成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相
応

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

三
、
観
光
交
流
人
口
の
拡
大

　
来
春
に
は
念
願
の
ホ
テ
ル
が
温
泉
施
設

　
「
湯
治
楼
」
の
近
く
に
、
ま
た
波
佐
見
・

有
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
に
も
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
滞
在
型
の

観
光
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
「
き
な

っ
せ
1
0
0
万
人
」
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
を
観
先
立
町
元

年
と
位
置
づ
け
、
現
在
「
つ
ん
の
～
で
波

佐
見
陶
農
」
で
年
間
を
通
じ
体
験
型
イ
ベ

ン
ト
を
展
而
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
滞

在
客
を
見
込
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
、

こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
資
源
（
ひ

と
・
も
の
）
を
活
か
し
な
が
ら
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

四
、
福
祉
尽
ひ
教
育
の
振
興
推
進

　
健
・
康
で
安
心
し
て
働
き
、
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
福
祉
保
健
の
充
実
と
、

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

高
齢
・
僣
の
福
祉
対
策
や
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成
1
0
年
は
バ

ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
景
気
が
低
迷
す
る

中
、
本
町
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

事
務
の
効
率
化
を
進
め
る
な
ど
行
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後

と
も
財
政
の
健
全
化
の
た
め
、
平
成
1
2
年

に
策
定
し
た
「
財
政
構
造
改
善
計
画
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
起
債
（
借
金
）
残

高
を
極
力
減
ら
し
、
徹
底
し
た
経
費
削
減

を
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
行
政
需
要
に

備
え
、
基
金
（
貯
金
）
の
積
立
を
図
り
ま

す
。

　
そ
の
他
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
町
道
の

拡
幅
や
下
水
道
及
び
町
営
住
宅
等
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本
町
が
目
指

す
Ｔ
入
と
心
が
か
よ
い
あ
う
　
陶
磁
と
緑

の
ま
ち
　
波
佐
見
」
の
実
現
に
向
け
、
職

員
と
共
に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な

お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
樋
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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９　十一,-

　大規模 ,:土地取引,よ 出力･必要 です
　みんなが自分の利益だけを考えて勝手に土地を取引したり、利用したらどうなるでしようか？

　土地は、現在のみならず将来の人々にとっても限られた貴重な資源です。自分勝手な土地利用

は、圖リや将来の人々にまで迷惑をかけることになるかもしれません。このため、土埓!は地域全

体の調和を考えて、適正な利用をすることが大切です。　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　こうした考え方に基づく国土利用計画法により、一定面積以上の土地の取引を行ったときは、

役場に届出を行う必要があります。

　　　　■次の条件を満たす土地取引は届出が必要です。

　取引の形態

◆売買　　　　◆交換　　　　◆営業譲渡

◆譲渡担保　　◆代物弁済　　◆現物出資

◆共有持分の譲渡

◆地上権・賃借権の設定・譲渡

◆予約完結権・買戻権等の譲渡

◆信託受益権の譲渡

◆地位譲渡

◆第三者のためにする契約

　（※これらの取引の予約である場合も含みます.）

’取引の規模（面積要件）

①...徴街北区域…..-.-..-..………..-..-.-瓦.卯口�.以上

②.…①を肺く.鮮市計両区域……‥.J.､､卯融Ukﾋ

③…-鮮市討両.区域以外の低減……!負｡QQO�.以上

　一団の土地取引（事後屑‥出制の場合）

　個々の面積は小さくても、権利取得看（売買

の場合であれば買主）が権利を取得する土地の

合計が左記の面積以上となる場合（→「買いの

一団」）には届出が必要です。

　　　　　　　【買いの一団】
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●問い合わせ先　役場企画財政課企画係　晋85－8400
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　（い＋ろ十は＋に）が取引の規模（面積要件）

の面積を超える場合は、届出が必要です。

瑚言を迎院丿刎しだと宕蛤学題俗言略図です
　今年中に住宅や倉庫などの家屋を取り壊した方、または１２

月末までに家屋を取り壊す予定のある方は、税務課固定資産

税係へご連絡＜ださい。

　【登記されている家屋を取り壊した場合】

　法務局で建物滅失登記の申請をしてください。滅失登記が

完了すると、法務局から役場へ通知されますので、固定資産

税係へのご連絡は不要です。

　【登記されていない家屋を取り壊した場合】

　法務局へ登記されていない家屋の滅失については、固定資

産税係へ必ずご連絡ください。家屋滅失届を捷出していただ

いた後、現地で翌年度の課税対象の有無を確認いたします。

●問い合わせ先　役場税務課固定員直税係‘2111'85 －2628
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　年末調整は、給与所得者の１年間の所得税を精算するための大切な手続きです｡-その説明

会が、次のとおり開催されます。なお、対象地区の説明会に出席できない方は、他の会場に

ご出席いただいても差し支えありません。

開　催　日 場　　所 対　象　地　区

11月13日（木）13 : 30 ～15 : 30 アルカスSASEBO 佐世保市、小値賀町
----‥－--
波佐見町総合文化会館 波佐見町、川棚町、東彼杵町

※受付は、波佐見町総合文化会館では13時から、アルカスSASEBOでは12時30分から開始し

　ます。

※アルカスSASEBOでは駐車場を確保していませんので、公共交通機関をご利用ください。

●問い合わせ先

　佐世保税務署法人　課税第一部門源泉所得税担当　a22-2162

　11月11日（火）～11月17日（月）は「税を考える週間」です。

　今年のテーマは『税の役割と税務署の仕事』です。税の役割、適正・公平な課税と徴収の

実現に向けた庁局署の取り組みや国税庁のＩＣＴ（情報通信技術）化・国際化に対する諸施

策について紹介するとともに国税電子申告・納税システム（e-TAX）の利用促進に向けた

情報を提供しています。

　詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

●国税庁ホームページ　htｔp://www.nta.go.jp/

　税の公平性と税収を確保するため、差押物件の公売会を九州各地の自治体合同で開催しま

す。どなたでも参加することができますので、多数のご来場をお待ちしています。

●日時１１月15日（土）

　　　　　◇開場　9:00

　　　　　◇入札　9:30～

●場　所　西海市西彼総合体育館

　　　　　（西海市西彼町喰場1156番地1）

●問い合わせ先

　役場税務課住民税係

　S85-2ﾚ11（内線121、122）

○次回は、大村市（シーハットおおむら）で平成27年１月24日（土）に開催予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2の4j∂ぬ回波尼φ
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LO封忿『諧注副岫ぬ凶缶ま月摺』です
賂勁乱大股雲とに借り詫言ご岫分奴ごと,赳ゴ強=忿感泣芯と司

　全国には重度の病気となり､移植でしか根治しないと診断された方のうち､移植希望登録を

されている方が､現在約１万３干人いらっしやいます｡もちろん移植医療は善意の提供があっ

てこそ成り立つものですが､日本では臓器の提供者が少ないので､年間１～２％の方しか移植

を受けることができません。

　臓器移植法が改正され、平成22年1月１７日から臓器を提供する意思表示に併せて、親族に

対し、臓器を優先的に提供する意思を書面に表示できるようになりました。また、脳死下か

らの臓器提供において、本人の臓器提供の意思が不明な場合も、家族の承諾があれば臓器提

供ができるようになりました。これにより、15歳未満の方からの脳死下での臓器提供が可能

となりました。

　臓器の提供には、脳死から提供する場合と、心臓停

止後に提供する場合の２つがあります。大切な家族が

迷わないためにも、日頃から、自分の意思と家族の意

思を話し合ったり、自分の気持ちをしっかりと伝え、

臓器提供についての意思を表示することが大切です。

　また、健康保険証や運転免許証においても、臓器提

供意思表示欄が設置されました。

　（臓器提供を強要するものではなく、記入はあくまで

も任意となります。）

　　　　　I■II㎜　　　■■㎜I　■臓器提供意思表示ｶード

　　　厚生発願省･alll本屋塵雅1ll1･4りｰ･9

　9

4ぷ逗農芸か

●問い合わせ先　役場健康推進課健康増進係　fi'85－ 2483

姻
―

Å新しい臓器提供意思表示カード（表）

０和蛤『伺個パンク循違月間』です
－ドナー董録にご騰力《だ右い～

　骨髄移植は、白血病などの血液の難病に対する有効な治療法です。

　骨髄移植を受けるためには、白血球の型が一致する骨髄バンク登録者（ドナー）からの善意

の骨髄提供が必要です。

　ドナーは年々増加しており、骨髄移植の件数も仲びてきていますが、型が一致する確立は非

常に低く、兄弟姉妹問では４人に１人、非血縁者問では数百から数万人に１人であることから、

未だ骨髄移植を受けられない患者さんは大勢います。

　１人でも多くの方に登録していただくことで、患者さんに骨髄移植の可能性が生まれます。

ドナーを待つ患者さんにとって大きな希望となる、あなたの登録をお待ちしています。

　【ドナー登録できる方】

　づ8～54歳までの健康な方で、骨髄提供について十分ご理解いたたいた方

　　（実際に提供できる年齢は20歳以上、55歳以下です）

　・体重が男性45kg以上、女性40k9以上の方

　　（長崎・佐世保の献血ルームや保健所で受け付けています｡）

　●問い合わせ先　役場健康推進課健康増進係　晋８５－２４８３

●２の4.7∂ぬ9佐尼
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健
康
推
進
課

　
課
の
紹
介

　
健
康
推
進
課
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
清
に
深
く
関
わ
る
業

務
を
行
っ
て
い
て
、
皆
さ
ん
と

直
接
接
す
る
機
会
が
多
い
と
こ

ろ
で
す
。
庁
舎
の
中
で
は
一
番

広
い
面
積
を
占
有
し
、
職
員
数

も
臨
時
職
員
を
含
め
る
と
2
1
名

と
一
番
大
き
な
課
で
す
。

　
業
務
は
大
き
く
分
け
て
、
保

健
事
業
、
社
会
保
障
制
度
、
国
保

年
金
、
介
護
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
健
康
増
進
係
で
は
、
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
健
（
検
）
診
、

健
康
教
育
、
健
・
康
相
談
、
予
防

接
種
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
国
保
年
金
係
で
は
、
国
民
健

康
保
険
・
国
民
年
金
・
後
期
高

齢
者
医
療
の
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
「
生
活
習
慣

病
」
の
方
や
予
備
群
の
方
が
最

近
増
加
し
て
お
り
、
予
防
の
た

め
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
を
、
健
康
増
連
係
と
連
携
し

て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

役
場
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
Ｉ
・

　
介
護
保
険
係
と
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
保
険

の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
係
は
、
介
護
保
険
料
の

賦
課
徴
収
、
被
保
険
者
の
資
格

管
理
、
認
定
者
の
受
給
管
理
、

認
定
申
請
受
付
か
ら
調
査
認
定

に
係
る
事
務
全
般
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

虐
待
や
権
利
擁
護
の
相
談
、
要

支
援
認
定
者
に
対
す
る
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。主

な
業
務

■
国
保
年
金
係

・
国
民
健
康
保
険
（
保
険
料
の

　
賦
課
徴
収
、
資
格
管
理
、
保

　
険
給
付
、
特
定
健
診
、
保
健

　
事
業
な
ど
）
に
関
す
る
こ
と

・
後
期
高
齢
者
医
・
療
に
関
す
る

　
こ
と

・
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

■
健
康
増
進
係

・
母
子
保
健
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
感
染
症
予
防
に
関
す
る
こ
と

・
献
血
推
進
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
食
生
活
改
善
事
業
に
関
す
る

　
こ
と

’
救
急
医
療
業
務
に
関
す
る
こ

　
と

Ｉ
介
護
保
険
係

・
介
護
保
険
（
保
険
料
の
賦
課

　
徴
収
、
保
険
給
付
、
要
介
護

　
認
定
業
務
な
ど
）
に
関
す
る

　
こ
と

一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事

　
業
・
総
合
相
談
支
援
事
業

・
権
利
擁
護
事
業

・
介
護
予
防
事
業

水
道
課

課
の
紹
介

　
水
道
課
は
、
管
理
班
、

水
道
係
、
下
水
道
係
に
分

か
れ
、
1
3
名
の
職
員
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
の
内
容
は
、
安
全

で
お
い
し
い
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
こ
と
を
使
命

と
す
る
上
水
道
事
業
、
ト

イ
レ
の
水
洗
化
や
生
活
排

水
、
雨
水
対
策
に
よ
る
生

活
環
境
の
改
善
を
目
的
と

す
る
下
水
道
事
業
、
更
に

は
下
水
道
区
域
外
を
補
助

対
象
と
す
る
浄
化
槽
整
備

事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
波
佐
見
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
に
対
し
て
工
業
用
水
を

供
給
す
る
工
業
用
水
道
事

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
特
に
水

道
事
業
は
生
活
に
直
結
す

る
業
務
で
あ
り
、
施
設
の

故
障
や
漏
水
等
が
発
生
し

た
場
合
、
迅
速
か
つ
適
切

な
対
応
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
課
内
で
は
日
常

的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

て住るラ携い
、
情
報
を
共
有
し
、
連

を
密
に
す
る
と
共
に
、

い民鄙イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
当
す

ま生署
と
し
て
、
日
々
、

活
の
向
上
に
努
め

す
。

　
今
後
と
も
水
道
事
業
に

対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

主
な
業
務

■
管
理
班
（
上
・
下
水
道
）

・
水
道
料
金
、
受
益
者
負

　
担
金
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
、
決
算
に
関
す
る

　
こ
と

・
会
計
事
務
処
理
に
関
す

　
る
こ
と

・
浄
化
槽
に
関
す
る
こ
と

■
水
道
係

・
水
道
用
水
の
供
給
に
関

　
す
る
こ
と

・
施
設
の
維
持
管
理
に
関

　
す
る
こ
と

・
水
道
施
設
の
設
計
及
び

　
工
事
施
工
に
関
す
る
こ

　
と

－
下
水
道
係

・
下
水
道
事
業
の
計
両
に

　
関
す
る
こ
と

・
施
設
の
新
設
、
改
良
及

　
び
維
持
管
理
、
排
水
設

　
備
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

　
維
持
管
理
に
関
す
る
こ

　
と
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　9月23日には湯無田郷熊野神社で「山中浮立」、鬼本郷で第15回「鬼木棚田まつり」、宿郷

鹿山神社で「奉納相撲」がそれぞれ開催され、各会場には町内外から多くの人が訪れました。

　午後からは雨の予報となっていたため、各会場とも少し予定を早めて各イベントが開催さ

れ、雨が降りだす前に無事、主なイベントを終えることができたようです。

山
中
浮
立

鬼
木
棚
田
ま
つ
り

奉
納
相
撲
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　町指定無形文化財に指定されている４浮立のーつで

ある「山中浮立」は、他の浮立と違い、少年（小・中

学生）だけの編成で踊るという特徴があります。

　今年も踊り子の少年たちは練習を重ね、太鼓や笛の

音に合わせた勇壮な舞を披露しました。

一回=ｒｘｙ７?町営｀でj一聯想一
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　平成12年から始まった「鬼木棚田まつり」は、今年

で第!5回を迎えました。時勢を反映した話題の人物

やアニメのキャラクターなど、12!体の案山子が並び、

来場者は大喜び。枝豆収穫や棚田ウォークラリーなど、

彼岸花と稲穂に彩られた棚田の郷は、賑わいました。
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　宿御慶山神社で行われた「奉納相撲」では、子ども

から大人までの取り組みが行われた他、ｏ歳児の子供

土俵入りが行われるなど、終始大きな歓声に包まれて

いました。今年は、下宿チームが初優勝を飾りました。
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合『司展示会

麗光
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迦 伺脆ほa個の娼拡
９月18日～20日､西ﾉ原工房(井石郷)で､主に九州内で
活躍するプランドやクリエ

イターを中心に50プラン

ドが出展した合同展示会

　［thought］が開催されま

した。

　一般入場が可能な20日

には､若者を中心に町内外

から多くの来場があり､賑

わいを見せていました。

秋の波佐見を満喫

Å会場の様子

」ﾙｶﾊﾞ剛一ウオー今ング
　10月４日､秋の田圃風景を楽しみながら歩くJR九州

主催の[JR九州ウォーキング]が開催されました。

　やきもの公園を発濁点に中尾山､見本棚田､金屋神社

などを巡る11kmと9.5kmの２コースが用意され､今年

は昨年を上回る約1､200人の町内外からの参加があり

ました。

　常連の参加者からは､｢今年は天候のせいで､稲刈り

がまだ済んでないね｡｣などの声が聞かれ､昨年とはま

た違った波佐見の風景を楽しみながら､秋の波佐見を

満喫できたウォーキングとなったようでした。

九州教具ホテル建設起工弐

　　　　　　　　　　ﾌﾞﾘｽ ヴィラ
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Å鬼木郷では、今年もたくさんのかかしがお出迎え！

ホテル]冶]hj左ﾚVI]抽麹砲列]儒工１
　８月６日、本町が誘致した九州教具㈱（大村市）が長野郷に建設するホテル「Blissvi‖a波佐見」

の起工式が、町内各団体の関係者を集め、建設予定地で執り行われました。

　九州教具㈱の船橋社長はホテルの開業に向け、「陶芸･農業の歴史ある波佐見の価値を、宿泊客に

アピールし、町の宝になるホテルを目指す｡」と話されました。現在、来年２月中旬のオープンを目

指し、急ピッチで工事が進められてい｡ます。

　町内に初めて本格的なホテルができることにより、今後滞在型の体験観光メニューなど、観光客

に魅力的なプランをつくることができるなど、観光客の増加や、交流人口の拡大に大いに寄与する

ことが期待されます。
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▲九州教両脚船橋社長

二
回
Ｌ
｀

▲ホテル完成予想図
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峡の里豊穣太鼓祭

詔ぐ力拍い比蜜汝)蜜

山ロキエさん

付｣鍵おめでどう,ございます

　町内の特別養護老人ホームに入所中の山口牛工

さん（宿郷）が、このたび満101歳の誕生日を迎え

られました。

　山口さんは、これまで近くのグループホームに

入所されていましたが、体調を崩され介助か必要

な状態となられたことから、８月12日にこの施設

に入所されたばかりということです。

　この日の山口さんは、町長が施設を訪問した際、

ぐっすりと寝入っておられ、起きられるご様子が

なかったこと

から、ご家族に

花束を贈リ、

101歳のお誕生

日をお祝いし

ました。

　今後も末永

いご長寿をお

祈りします。　Ａ一瀬町長から花束を受け1取る山口ｌん價年度撮影）

　10月４日､総合文化会館において､｢第18回峡の里豊穣太鼓祭｣

が開催されました。

　地元宿郷の鹿山雷神太鼓の他に波佐見束幼稚園､町外からは

九州音鼓組(大村市)､みやざき太鼓｢避｣(宮崎県)の４団体が出

演し､それぞれ個性的で迫力のある太鼓の晋で来場者を魅了し

ていました。

　アンコールもあり､盛りあがった会場は､熱気と感動に包まれ

ていました。

※
次
回
の
一
般
募
集
は
1
2
月
号
、

　
指
数
は
１
月
号
で
す
。

▲波佐見東幼稚園

［
一
般
応
募
一
　
‐
‐
‐

ち
ち
ろ
聘
く
い
つ
し
か
杖
の
手
に
な
じ
み
　
川
崎
　
三
郎

盃
を
上
げ
て
白
寿
の
生
身
魂
　
　
　
　
河
内
ハ
ル
エ

札
台
は
せ
飛
ぶ
ご
と
引
か
れ
運
動
会
　
田
崎
　
房
代

蝉
の
声
今
が
大
事
と
鴫
き
叫
ぶ
　
　
　
田
崎
　
　
季

節
く
れ
の
母
の
手
に
似
し
盆
用
意
　
　
久
村
　
ム
ツ

運
動
会
遠
く
聴
く
身
と
な
り
に
け
リ
　
古
川
　
恭
子

稲
妻
の
青
き
光
に
起
こ
さ
る
る
　
　
　
松
村
す
ず
な

ふ
る
さ
と
に
帰
る
家
な
し
墓
参
り
　
　
山
口
美
由
喜

緑
蔭
の
石
畳
行
く
ポ
ル
ト
ガ
ル
　
　
　
山
下
　
恵
美

湖
に
映
ゆ
る
富
士
は
盛
り
塩
水
湿
み
て
　
神
近
マ
サ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
波
佐
見
若
葉
句
会
｝

草
刈
り
し
畦
に
」
本
科
あ
ざ
み
　
　
　
川
添
マ
サ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
西
陣
句
会
】

秋
日
和
百
歳
記
念
金
メ
ダ
ル
　
　
溝
上
展
涌
（
宿
郷
）

草
笛
を
吹
き
て
昭
和
に
戻
る
老
い
　
田
中
喜
代
子
宿
題

大
木
の
垣
閣
に
見
ゆ
る
月
夜
か
な
　
長
掬
サ
チ
子
（
徊
郷
）
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町
民
野
球
大
会

　
８
月
3
1
日
、
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
「
平

成
2
6
年
度
町
民
野
球
大
会
」
が
鴻
ノ
梁
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
炎
天
下
の
申
、
各
試
合
と
も
白
熱
し
た

攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
大
会
綸
果

　
【
優
勝
】

　
【
準
優
勝
】

協
和
・

宿

長
野
運
合

▲優勝した協和・長野連合チーム

町
壮
年
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

毬

竺』

Å

Ｓ

２

包

,●ヽ～.J

‘
S
/
S刀

池

』

　
2
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
「
第
一
6
2
回
町

壮
年
会
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
が
、
９
月
８
日
か
ら
1
2
目
に
か
け

て
開
催
さ
れ
、
珍
プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー

が
続
出
す
る
熱
戦
が
練
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

■
大
会
結
果

　
【
優
勝
】

　
【
準
優
勝
】

　
【
３
位
】

漏
無
田
Ａ
Ｓ

湯
無
田
ほ
が
ら
か

永
尾
Ｂ

協
和
Ａ

Å優勝した湯無田ＡＳチーム

■■■●■－－－－・－■■■■■■㎜

町
少
年
剣
道

夏
期
親
睦
大
会

　
９
月
６
日
、
第
3
4
回
波
佐
見
町
少

年
剣
道
夏
期
親
睦
大
会
が
町
体
育

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た

少
年
・
少
女
剣
士
達
が
激
し
く
竹
刀

の
打
ち
合
い
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

■
大
会
結
果
よ
各
部
門
の
優
勝
の
み
）

◆
幼
・
１
・
２
年
生

　
田
中
　
醒
　
（
礼
心
館
）

◆
小
学
３
年
生

　
村
川
　
楓
太
（
礼
心
館
）

◆
小
学
４
年
生

　
禍
因
　
楓
音
（
礼
心
館
）

◆
小
学
５
年
生

　
岩
崎
　
大
志
（
礼
心
館
）

◆
小
学
６
年
生

　
松
本
　
拓
也
（
礼
心
館
）

◆
中
学
生
男
子

　
谷
山
　
陸
斗
（
岳
辺
田
）

◆
中
学
生
女
子

　
山
寄
　
美
穂
（
井
石
）

Å大会参加の選手達

「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
．
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
９
月
郊
一
日
、
鴻
ノ
巣
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
南

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
、
「
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ぱ
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

行
事
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ
ル
フ
波
佐
見
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
各
地
か

ら
個
人
競
技
に
約
3
8
0
名
、
親
子
競
技
に
約
8
0
名

が
参
加
さ
れ
、
参
加
者
は
爽
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
ゴ
ル
フ
は
来
年
度
の

和
歌
山
国
体
か
ら
公
開
競
技
と
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　▲選手宣端

布･謂辱隠さん函敷蒲、右･召i真佐子さん強固

　　　･㎜㎜　　’　≒　　・　　
‾jl

　ｕ　　　　　　.｀‾‾‘j’i･’-‾7‾‾‾　..　’..ふｉ!　． ．
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　‾’‾･ご　”

▲がんばくんも登場！

▲一打、集中１▲お父さんに見守られながらの一打

2匹7ぶ卜広瀬舵こ尼●
りがあ一部誤※９月号の９ページ、「長崎がんぱらんぱ国体選手紹介の記事申、

　りましたのでお詫ぴいたします。
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「
嘸
み
止
・
め
の
薬
に
つ
い
て
」

東
彼
杵
郡
医
師
会
　
山
本
　
尚
幸
（
川
棚
町
）

　
出
荷
年
層
の
増
加
と
ス
ト
レ
ス
社

会
に
な
り
、
現
代
を
反
映
す
る
病
気

と
し
て
、
慢
性
の
痛
み
に
悩
む
方
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
痛
み
の
種
類
や
新
し
い

鎮
痛
薬
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
痛
み
の
種
類

　
痛
み
の
種
類
は
３
つ
で
す
。

①
侵
害
（
し
ん
が
Ｉ
い
）
受
容
性
疼
痛

　
打
撲
な
ど
の
刺
激
や
筋
肉
や
関
節

　
な
ど
の
炎
症
に
よ
る
痛
み
で
す
。

②
神
経
障
男
性
疼
痛

　
刺
激
を
受
け
た
神
経
か
ら
痛
み
を

　
伝
達
す
る
物
鴛
か
過
剰
に
出
て
、

　
元
の
病
気
が
治
っ
て
も
ピ
リ
ピ
リ

　
す
る
痛
み
や
し
び
れ
が
長
時
間
続

　
き
ま
す
。
痛
み
を
感
じ
始
め
る
ラ

　
イ
ン
（
閥
値
｛
い
き
ち
｝
と
・
い
い
ま

　
す
）
が
下
が
り
、
少
し
の
刺
激
で
も

　
強
い
痛
み
を
感
じ
た
り
、
雨
降
り

　
駒
な
ど
の
天
候
の
変
化
に
敏
感
に

　
な
り
ま
す
。

③
心
因
性
疼
痛

　
心
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、

　
痛
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
長
い
問
痛
み
を
感
し
て

・
い
る
と
、
２
種
類
、
３
種
類
の
痛
み

が
重
な
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

　
痛
み
の
種
類
別
治
療
薬

①
侵
害
受
容
性
座
蒲
治
療
薬

　
一
般
的
な
消
炎
鎮
痛
薬
で
あ
る
痛

　
み
止
め
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
た
だ

　
し
賄
息
、
－
月
潰
瘍
や
腎
臓
の
障
害

　
か
お
る
方
は
副
作
用
の
少
な
い
他

　
の
薬
を
用
い
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

②
押
経
障
男
性
疼
痛
治
療
薬

　
２
０
１
０
年
ご
ろ
か
ら
、
神
経
の

　
痛
み
や
し
び
れ
に
適
応
の
あ
る
薬

　
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
痛
み
を
伝
え
る
物
貿
が
過
剰
に
放

　
出
さ
れ
る
の
を
抑
え
、
過
歌
に
な

　
っ
た
神
経
を
沈
め
る
効
果
が
あ
り

　
ま
す
。
ま
た
神
経
の
痛
み
と
炎
症

　
に
よ
る
痛
み
が
混
在
す
る
慢
性
の

　
痛
み
に
は
、
痛
み
の
伝
達
を
抑
え

　
る
薬
も
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
服
用
開
始
時

　
の
み
、
吐
き
気
や
ふ
ら
つ
き
な
ど

　
の
副
作
用
が
で
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

卯
心
因
性
疼
痛
治
療
薬

　
抗
う
つ
薬
、
抗
不
安
薬
な
ど
を
用

　
い
ま
す
が
、
心
理
療
法
や
行
動
療

　
法
な
ど
を
併
用
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。
職
場
や
家
庭
内
の
環
境
の

　
改
善
も
重
要
で
す
。

　
ま
と
め

　
私
は
日
々
患
者
さ
ん
の
痛
み
と

戦
っ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
神
経

の
痛
み
の
原
因
は
複
雑
で
、
こ
の

薬
を
使
え
ば
す
ぐ
に
治
る
と
い
う

単
純
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、

痛
み
が
出
始
め
た
ら
、
平
い
う
ち

に
治
療
す
る
と
悪
化
せ
ず
、
早
く

池
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
軽
い
痛

み
だ
か
ら
と
数
ケ
月
も
放
置
す
る

と
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
闇
値
が

下
が
り
、
少
し
の
刺
激
で
も
強
い

痛
み
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
池
原
の
選
択
肢
は
増
え
て
い
ま

す
し
、
あ
き
ら
め
ず
根
気
よ
く
治

療
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

－‥ 一 一 ‥　 　 　 一
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１
虫
歯
に
な
る
リ
ス
ク
の
確
か
め
方
～

　
歯
医
者
に
は
虫
歯
を
治
す
様
々
な
治
療
法
や
薬
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
治
療
し
て
も
ま
た
虫
歯
が
再
発
し
て

し
ま
う
患
者
さ
ん
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。
な
ぜ
、
治
療
し
て
も
ま

た
虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
日
頃
の
歯

磨
き
や
食
生
活
に
加
え
、
皆
さ
ん
の
唾
液
の
質
や
虫
歯
菌
の
活
動

の
強
さ
が
大
き
く
関
係
し
て
ぎ
ま
す
。
今
は
短
時
問
で
比
較
的
簡

単
に
虫
歯
に
な
る
リ
ス
ク
（
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
と
い
い
ま
す
）
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
で
予
め

予
防
線
を
張
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
唾
液
に

は
食
後
の
□
の
中
を
酸
性
か
ら
中
性
に
戻
す
『
緩
衝
能
』
と
い
う
働

き
が
あ
り
、
こ
の
力
が
強
い
方
と
弱
い
方
が
い
ま
す
。
ま
た
、
虫
歯

菌
は
糖
を
酸
に
置
き
換
え
、
歯
を
溶
か
す
こ
と
で
虫
歯
を
作
り
だ

し
ま
す
。
唾
液
の
中
に
存
在
す
る
虫
歯
菌
を
特
別
な
薬
で
培
養
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
虫
歯
菌
の
攻
撃
力
の
強
さ
を
調
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
虫
歯
菌
の
攻
撃
力
と
唾
液
の
力
を
合
わ
せ
て
検
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
に
合
わ
せ
た
予
防

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
検
査

を
し
て
み
て
、
皆
さ
ん
の
お
□
の
中
の
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
を
調
ぺ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

大
村
東
根
歯
科
医
師
会
波
佐
見
班
　
な
か
は
・
ら
歯
科
　
中
原
裕
二

（
今
回
は
、
歯
科
衛
生
士
　
田
村
幸
枝
が
担
当
し
ま
し
た
。
）

　健康テレホンプログラム

　　昔0120－555－203

－　　　‥－　　-‥　　　　10　月

目健康寿命

火まくらと肩こリ

水子どもの誤飲事故

木鼻のかみ方

　　　　一一金□具一歯科の立場から一

土F!おりもの(帯下)

　　　一一一一‥
　　　　11　月

－‥　　　-－
月便の色と病気
　－　－　　　　　　　　　－

火緊急手術を要ずるおなかの痛み

水水痘ﾜｸﾁﾝを受けましょう

木眼球の打撲

　-一一　一一　一一一一金ﾄ;ﾒｽﾃｨｯｸ叫ｵﾚｼ知加dま?
-‥-‥-‥
土H尿に泡が混じつたら

*祝証iは留のﾃｰﾌﾟが流れます。

●2匹川｢回心H佐琵



　　　　　　　　自衛官募集

　　　陸上自衛隊　高等工科学校生徒

●受験資格

　中卒(見込含)15歳以上17歳未満の男子

●受　　付

　①推薦試験　11月１日(土)～12月５日(金)

　②一般試験　11月１日(土)～平成27年1月９日(金)

●試験日時

　①推薦試験　平成27年！月10日(土)～12日(月)

　　　　　　　までの間の指定する一日

　②一般試験　平成27年１月24日(土)

●試験科目等

　①推薦試験　口述試験、筆記試験(作文含む)、

　　　　　　　身体検査

　②一般試験　国語･社会･数学･理科･英語･作文

　　　　　　　(択一式・マークシート)

●申込・問い合わせ先

　自衛隊大村地域事務所　昔0957－52－62ワ

長崎県窯業技術センター　一般公開

●日　時

●場　所

●内　容

１１月23日(日)　10:00～16:00

長崎県窯業技術センター

(波佐見町稗木場郷605番地2)

①無料体験コーナー

　(石膏で干支(末)を作ろう､食器に絵を描

　こう､陶土で世界に1個の作品づくり､)

②クイズラリー(記念品があります)

③共同開発品の展示･販売コーナー　など

●費　用　無料

　なお､団体10名以上でご来場の場合は､ご案内し

ますので､事前に､電話またはFAX等でご連結くだ

さい。

●問い合わせ先

　研究企画蒔1‘n･85－3140　FAX 85－6872

　　　　　　　　平成26年度下水道排水設備工事責任技術者試験

　平成12年４月から指定工事店制度が改正され､長崎県内において公共下水道の水洗化を行うなどの排

水設備工事は、長崎県下水道協会が認定した「下水道排水設備工事責任技術者」が専属する工事店で、

かつ、市（町）長が排水設備指定工事店として指定した工事店でしか工事ができないこととなっています。

　この県内統－の「下水道排水設備工事責任技術者試験」を下記の要領で実施します。

●試験日時

●試験内容

●試験会場

●受付期間

●受験資格

●受　験　料

●申込書関係

●申込提出先

●実施団体

●問い合わせ先

Ｉ

平成27年１月25日（日）13 : 00～16 : 00

下水道の一般的分野及び技術的分野

公益財団法人長崎県建設技術研究センター（大村市池田２丁目1311帯3）

11月17日（月）～↑2月１日（月）（9 :00～17 : 00　土・日・祝日を除＜）

学歴に応じて、下水道工事等の実務経験が必要です。

8､000円

公益財団法人長崎県建設技術研究センター、長崎市上下水道同等各市町のホームページか

らダウンロードしてください。各市町の窓□にも申込畳関係を用意しています。

公益財団法人長崎県建設技術研究センターへの直接申込か、郵送（簡易書留）でお願

いします。

長崎県下水道協会

公益財団法人長崎県建設技術研究センター　昔095アー54－9630

【広告】

ハサミックカード

　　　(額面500円)

　　　裳｀五言'厦1･吃

｢.:i！ヨ

ｌお買物券販売めお知らせ

　ヅ～磨り物に£･かがで貳か～

　　　お見舞返し､お礼､お中元、

　　　お歳暮、自治会の参加賞など

　　．（加盟店44店舗でご利用可）

○ご予算に合わせて随時販売しております｡ぜひご利用ください,｜

お問い合わせｏ９６６(８５)７２３３

ハサミックカード事務局東彼商工会波佐見支所2F 1

月曜日～金曜日　9時～15時（土日祝休み）　　　　　　｜

　　　　　　　波佐見町商店振興会

へ　岡村行敢書士法務事務所

.
l

i

行政書士はあなたの街の法律家です。

相続、遺言、民事トラブルなどでお困

りの方、ぜひご相談ください。

　波佐見町折敷瀬郷８５８　ａ８５－４２８９

2匹1,だ卜ぷ鮑陰剱●



Ｚ
冨
♀
穂
‐
堅
塁
７
血
修

　
　
　
日
東
当
院
本
社

大
粟
レ
シ
ピ

　　　町の事業

【9月発注分で、事業費130万円以上】

今月の新着本

宮
崎
秀
吉
著

日
本
文
芸
社

1
0
3
歳
世
界
顛
速
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
ス
プ
リ

ン
タ
ー

　大粟のオリーブ油漬け､大葉肉じゃが、
大粟とベーコンのリソット､大粟ヨーグ

ルトジェラート…｡栄養登高な大粟を使
った、保存食、和食、洋食、おやつ、飲
み物のレシピを紹介します。

　生ぎているうちに何か残したい一そ
んな思いから92歳で始めたマスター
ズ陸上。その１００メートル走で、日本

一を飛び越え世界一になった著者が､元
気で長生きの秘訣を扁る。

波佐見町図書館　開館時間10 : 00～18 :

☆百官ｍ休館日☆（1◎月づ）１荊）

　毎週月曜日、第３木曜日、祝日

◇箆本筋み斯リ〈〉

馬
場
あ
き
子
・
林
真
理
子
著

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

流
転
の
歌
人
柳
原
白
蓮

　明治一大正一昭和という時代に翻弄さ

れながら、美貌の歌人として生き、自ら
の人生を切り拓いた女性･柳原白蓮の生

涯を写真とともに紹介。馬場あき子湛
i00余首、林真理子×東直子の対談も

収録。

00 ‘2111･26 － 7091 （直通）

毎月第２土曜日（10: 30～　総合文化会館）

〔広告〕

-－-....､-..一一－－...-..----､.....､...－..＿.-¬

薦齢‘塵一･浦参差尼・戈蓮虞紡勝差｜

怠方酪り池覆・一癖‘・瀞が争々　｜
.･y　……メ,･，|･い　｜

･'IIli，/.･　　j ・ JI.｣..Iヽ:.･

●即ほyc卜昏睡波庄尼

｜

|/ 為にyl妬しよすか？

行　政　書　士
横山聖代事務所

湯無田椙IS●4-|(・内海11X停前

　　　lsl:0956-59-5195

　　携轡･OSO- 11762 -30S5

　／
／

｜

｜

｜

| |

Ｍ

51,ご
Ir岬゛ Ｊｋ．

　　2015年２月OPEN予定のホテルブリスヴィラ波佐見は笑顔のある、

元気の良いスタッフを募集します。マイカ一通勤も可能です。（航料IE家鳩有）

▼求人内容引綱応刺=や求大塔吻よハ［:1－ワークよりお臥ヽします。

　求人業種：フロント（ﾁj:ックィン･予約受何等i;シフト制｛日勤一夜勣｝〕

　　　　　　キッチン＆ホールスタッフ（閤・およびレストラン内接客間応）

　勤務咆：長崎県東彼杵郡波佐見町長野郷5･67-1

　雇用形態：契約社員またはパート

▼お問合せ先

　ホテルブリスヴィラ波佐見　開業準備室

　長崎市大黒町ｱ-3　TELj95･833-2211（担当／田川・岡村）

　www､hotel･bllssvllla.com



｢じぶんの町を良くするしくみ｡｣
へ/｡ 共同募金～

　10月１日から共同募金運動が全国一斉に展開されています。

募金の目的は「地域福祉の推進」と位置づけられており、募金の

約７割が地域に還元されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　y:

　波佐見町社協でも地域福祉事業に活用しています。　　　　　ｔ

　皆様のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いします。
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社協だより
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給食サービス事業（高齢者の一人暮らし世帯を中心に配食、

町内の福祉団体等への活動助成（町内の14団体へ）

広報発行事業（広報はさみ　社協だよりほほえみ）

会食）

厄
胎

Ｊ！

歳末たすけあい見舞金の申請について

　”I　　　---‥

.,.へ　　Ｘ
ﾌﾞﾚﾚj

）

j

jl,

l j’ JJ
:･

※申請書提出j･'切

　11月７日(金)

みなさまにご協力いただいている「歳末たすけあい運動」は、11月に

募金活動を行い、次の方々へお見舞いをしております。

ｉ

』 低所得世帯

／

ぐ

≒

　
”
’
‐
‐
ｌ
ｓ
ｌ
ｌ
ｒ
Ｊ
ｒ 身体に障害

がある方
）（寝たきりの方　）

　　　　　　※知的障害者の方へは、年末交流会の費用として配分しております。

　お見舞い先は対象となる方（本人または家族）の申請により決定

しています。申請書類や詳しい条件などは地区の民生委員または社

会福祉協議会へお尋ねください。

　　＊お問合せ＊　波佐見町社会福祉協議会（ｔｅ! ：８５－２２４ｏ〉

　夏の終わりの８月31日（日）、エレナ波佐見店様にて24時間テレビテャ

リティ募金活動を実施しました、会場を訪れる皆さまからは、今年の

テーマ『小さなキセキ、大きなキセキ』にちなんだメッセージや､被

災地への応援等、たくさんのあたたかい気持ちが募金とともに届けら

れ、真夏日の中でのボランティア活動を力強く支えてくださいました。

　お蔭様で集まりました今年の募金総額は、J60､777円。お寄せいた

だいた一つひとつの“キセキ’帽こ心より感謝申し上げます。
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▲ポラ連会員や中高生をはじめ、多

数のボランティアさんが頑張ってく

ださいました！大変お疲れ様でした。
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J感謝いたします
●●●・●●●■・●●・■■・●

会場・物品借用に快くご協力いた
だき、ありがとうございました。

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ｆ

エレナ波佐見店　様
　山栄建設㈱　様　」

　　2匹口∂ぬ鮑随lg●



波佐見町社会福祉協議会　a85-2240

し９しごと
一トセンター

波佐見町社会福祉協議会では長崎県の委託を受け、平成26年度モデル事業として

　　　　『＜５しとしごとサポートセンター』を開設致しました。

S至済的に生活が

　苦しい…

　(失業や病気等)

一 一 一 一 一 一

なかなか
　就職に結び

　　つかない…

介護と仕事の両立

で悩んでいる…

…など、お気軽にご岨訓＜ださ｡い。　　　　　　　　、･

　　解防に向けて、一緒に老えていさましょ｡う！　ら　　JﾚJﾀﾞ‾

※現在、生活保護を受給中のご家庭は対象となりません。

◆
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
『
切
手
・
書
き
損
じ
は
が
き
』
カ
ー
ド
等
）

感
謝
の
広
場

r｀S

，

･S･S

個人のプライ

バシーや、相

談内容に関す

る秘密は厳守

します。　　、

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
波
佐
見
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

●g74Mト割膳庄尼

以
上
の
方
々
か
ら
本
町
社
会
福
祉
事
業
資

金
に
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
ご
寄
附
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
　
波
佐
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
お
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

◆
香
典
返
し
に
か
え
て

善
意
の
窓

ｌ

ｌ

ｌ

‐
・
‐
＝
－

長
崎
県
共
同
募
全
会
波
佐
見
町
分
会

　
『
広
』
島
県
大
雨
災
害
義
援
金
】
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

月曜日～金曜日(9:00ド

�:85-2240

　　　　※土日祝、年末年始はお休みですJ

・波佐見町長野郷打3-2

　　　　　　(農村環境改善センター剛I



一 一 ‥ 一 一 一 一 一 一 一 一 - 一 一

「
波
佐
見
町
婦
人
会
」
だ
よ
リ

～
今
回
か
ら
四
回
に
亘
り
各
部
を
紹
介
し
ま
す
～

　
広
報
鄙
　
。

　
町
内
に
は
「
広
報
は
さ
み
」
が
、
婦
人
会
に
は
年
２
回

　
（
９
月
と
３
月
）
の
広
報
誌
が
「
波
啼
会
だ
よ
リ
」
の
名

称
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
婦
人
会
記
念
詰
を
見
る
と
、
ガ
リ
版
摺
リ
で
作
っ
た
「
波

婦
会
た
よ
リ
」
の
苦
労
話
も
蔵
っ
て
お
り
、
広
報
誌
作
り

も
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
で
の
生
活
も
一

般
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
手
作
り
の
広
報
誌
に
は
温
か

さ
や
親
近
感
を
覚
え
ま
す
。

　
以
前
教
育
委
員
会
で
無
作
為
に
採
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
町
内
外
の
情
報
収
集
は
「
広
報
紙
」
が
圧
倒
的
で
し

た
。
特
に
高
齢
者
の
方
は
配
布
を
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ

し
や
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
小
出
む
つ
子
広
報
部
長
・

坂
口
美
佐
子
副
部
長
を
含
む

計
８
名
の
部
員
で
原
稿
集
め
・

割
り
付
け
∴
校
正
と
奮
闘
さ

　
発
行
部
数
2
0
部
の
内
訳
は

会
員
2
3
6
部
・
影
町
議
員
・
各

れ
皆
様
の
手
元
に
届
き
ま
す
。
Ｊ

自
治
会
・
役
場
他
公
共
施

設
・
中
小
学
校
・
銀
行
・
病

院
毎
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
「
波
婦
会
だ
よ
リ
」
の
内
容

も
文
化
祭
で
の
意
見
発
表
・

大
会
や
行
事
に
参
加
し
た
感

想
か
ら
川
柳
・
料
理
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、

手
に
取
っ
て
購
読
し
て
戴
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
是
非
、
ご

意
見
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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波
佐
見
町
婦
人
会
　
会
長
　
児
玉
　
涼
子

vooi80》
／
Ｘ浪佐見高校紀より

保
育
鎖
、
銀
扇
に
題
侈
入
漁
で
入
瀧

　
　
『
第
3
4
回
体
育
祭
』
が
９
月
７
日
、

好
天
に
恵
ま
れ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
廣
義
県
議
会
議
員
、
一
潮
政
太
町

長
を
始
め
、
ご
来
賓
、
地
域
住
民
の
方

々
、
保
護
者
の
皆
様
に
ご
来
校
を
回
り
、

ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
。

　
「
誇
り
～
我
ら
が
波
佐
見
と
い
う
名
を

胸
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
実
行
委
員

長
の
坂
中
佳
樹
君
（
３
年
）
を
中
心
に
、

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
、
準
備
と
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
多
数
の
皆

さ
ま
に
温
か
い
声
援
と
拍
手
を
い
た
だ

き
、
白
熱
し
た
競
技
と
演
技
が
展
開
さ

れ
て
、
体
育
祭
を
成
功
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
に
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
『
第
卯
一
回
長
崎
県
美
術
展
覧
会
公
募
展
』
に

お
い
て
、
1
9
名
の
生
徒
が
入
賞
と
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
波
佐
見
高
校
開
校
以
来
、

最
多
の
入
賞
・
入
選
と
な
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

部
門
で
は
、
原
響
子
さ
ん
（
２
年
波
佐
見
町
）

と
原
口
彩
さ
ん
（
１
年
）
が
Ｋ
Ｔ
Ｎ
賞
を
、
山

□
香
樹
君
（
。
２
年
波
佐
見
町
）
が
Ｎ
－
Ｂ
賞
を
、

西
村
夏
希
さ
ん
（
１
年
）
が
長
崎
新
聞
社
露
を

受
窟
し
、
1
2
名
が
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
工
芸
部
門
で
１
名
、
絵
画
部
門

　
（
洋
画
二
で
２
名
の
入
選
が
あ
り
ま
し

た
。
１
年
美
術
・
工
芸
科
（
2
0
名
）
か

ら
は
1
0
名
が
入
賞
・
入
選
を
果
た
し
て

お
り
、
日
頃
の
意
欲
的
で
活
発
な
創
作
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島
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美
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セ
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で
展
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て
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ま
す
（
2
1
日
休
館
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活
動
が
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事
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Å体育祭（選手宣誓）(２年原響子)▲県展ＫＴＮ蜀▲県展ＮＩＢ震（２年　山口重樹）

[広告]
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旅の思い出は、一生の思い出
小グループの旅行から団体旅行まで
ご旅行の際は是非ご相談下さい。

新栄ツーリストでは、

をサポート致します。
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ご
結
婚
お
め
で
と
う

女性の人権ホットライン（全m共･）
　　　　　　　　057O（070）810
　夫･パートナーからの暴力、ストー

カー行為、職場におけるセクシャル･

ハラスメントなど…

ひとりで悩まず、電話してくたさい。

「女性の人権ホットライン」強化週間

(４ﾚ吟jl

　　r･‾　　　1.’I’

パ）　1……’瀕り

　λ－ｲ1メージ季i･5タター‾

λ屁sま61g xxa尽匈･!SI哺

平成26年11月17日圓から同月23日向まで

午前８阿=30分から午後７時まで

ただし、土曜日・日曜日は午前10時から午後５時まで

　長崎地方法務局　長崎県人権擁護委員連合会

⑤
［
�
礼
一
言
言
言
医

10月19日

　　26日

i1月２日

人めうごき（９月末）

人　□15.182人（十9）

　男　　7,164人

　女　　8,018人

世帯数　5,127世帯（十別

　転入　　３７人

　転出　　　32人

　出生　　　16人

　死亡　　　1,2人

　　　　　（　）は前月比

　※外国人住民含む

こうの内科医院(波佐見)　　20-7500

実松整形外科医院(東彼杵)0957絹7-0278

いちのせ内科循環器科(波佐児)　　85-7召0

３日西の原野中医院(波佐見)　　85-3054

9日鈴　木　病　院(東彼杵)095７ぺ6-0145

16日まつお産婦人科(川棚)　82-2038

23日　波　佐　見　病　院(波佐期　　　　85-702↑

24日責木耳即咽喉科医院(川棚)　　83-3355

30日小鳥居病院(波佐兇)

　※診療時間‥・9 :00刈7:00

支ﾉ蕭寥裁(諮盆ﾍ蔚ﾑ淵

人偏件数

死　　　者

傷　　　者

物件事故

飲酒事故

無免許事故

　波佐見町

37（－　9）

　O（－　1）

54

9
2
２
０

(－6)

(－15)

●2∂y4玉ﾌ広覆滅庄屋

　川棚町

49（－20）

　O（－2）

66

３
２
６１

０

85-3ヰ08

お
誕
生
お
め
で
と
う

「
お
誕
生
」
「
ご
結
婚
」
「
お
く
や
み
」

は
、
希
望
者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

（
敬
称
昭
一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

平成26年８月における犯罪発生状況

　　　　　　波佐兜町　東彼杵郡内
８月中発生件数

犯
罪
別
認
知
件
数

凶悪犯

粗暴犯

窃盗犯

知能犯

風俗犯

その他

平成26年発生総数

平咸26年9C月ﾉ末現在j（H阻1～）

娘（　　）内は前年比

　東彼杵町　　東彼杵郡内

　２５（－２４）　１１１（－５３）

　１（±　０）　　１（－　３）

（－39）　　34

（十5）12
８
０

（－49）　154

（十20）　383

　　　　　　　　4

(－94)

(十10)

３
０
７
‐
１
１
ｌ
－
０
２
．
２
１

９
　
０

１
２
3
6
６
１
１
０
6
5

０

　[広告]

０

波佐見
違反・

の

　９月中に飲酒運転による

事故が１件発生しています。

　飲酒後は絶対に運転をし

ないよう､本人はもちろん、

周りの人も注意しましょう。

一 一 一 一
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　　　　　　　　　11月４日(火)波佐只,町役場
母子手帳交付{11月i7日(月)波佐見町役曜

㎜㎜㎜㎜㎜㎜■-■･■■■■･･･¶¶’

乳児健康相

談
[H26年５月生]

[H26年１月生]

■･a･aa■a■■■■■■曙㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

１塵６か肖見健診

11月11日(火)総合文化会館

11月18日(火)総合文化会館

※図肖館休館日については、P19の図書館だよりに掲載していまず。

けんごう
HO~IP00

9きヽ･11a

9:｝10:15鮒

□〕~10馮鮒
ａ・Ｉ●■■■■■■曙㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜－㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜喝■皿ｊ・・ ･ ● ■ ■ ａ ■ ■ ● ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜㎜㎜㎜㎜ ･ ㎜ － ㎜ ㎜ － － 一 一 一 ・ 一

ほい月2旧ぺ回日生]11月19日(水)総合文化会館13:訃13:援付

５塵児麗診

鴎年10§28Eﾄ|剛咄

--------…--------------
11月12日(水)餅瓢改ｎﾝﾀｰIM刈3:諏付

■■■■■■■■■■■--■■■■■■■■■■■㎜■■■■■■■■■■■■■･■■■●■㎜|■■■■■■■-■■d･･■････■Ua･･･■･･■●I･･･幽･･

健　康　相　談11月５日(水)液佐見町役場13:訃15:3a

l-●--●-･●!|･1辱㎜■■■■■■■■■㎜■■-■■■■■■■■■■--■■■sI■■
妊

一一一一

婦　教室11月１日比）総合文化会館13釜･15:30
■■■圖■■■■■

そうだん

・・・・■

心配ごと相談(町社会福祉脇議会‘霞85-2240)

　場所丿密合文化会館

　10月15日(水田:30～16:00 0相談員　畏端粛ｔ谷添岩男

　　　18Eﾖ(土)F30～11:30○相談員　長崎重信濃本弘子

　　　22日(水)13濁～16:00　○相談員　野添元義i一滴信子

　　　29日(水)13:30～16:00 0相談員　石橋安幸浴添岩男

　11月５日(水)13に30～16:00　○相談員　石橋安幸瀞添元義

　　　12日(水)13濁～16:00○相談員　谷湯岩男瀾本弘子

　　　19日(水)13;30～16:DO○相談員　石橋安幸濃筒重信

　　　22出土)9 :30～1 1:30 ○相談員　野湯元義浴添岩男

　　　26日(水)13 30～16:00○相談員　一瀬信子濃本弘子

人権相談(役場相談釦　9 :00～12 : 00

　11月５日(水)　○相談員　人権擁護委員圖正俊､溝上扇子}
年金相談（役場第２会議室）　　　　　10 : 00～15:〔〕0

　11月５日（水）　Ｏ相談員　諌早年金事務所相談専門員

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-■■■■■■■■■■■■■-■■-｡■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-■■■喝

弁護士相談　※心配ごと相談において予約が必要です

。

　11月８日（土）　○相談員　斎藤信隆弁護士

夜間納税相談（役場相談室ほか）

　ID月27日（剛､11月25日（火）○相談員

ほ・

-f・・

〆％心ｙ

t:。::S

　　　17 : 15～20 : 00

穏鱈吸ぴ膿賎匯震醒貫

◇献血にご協力ください◇

V’

日　　時 場所

１１荊21日(金)
9 :00～12 : 30 波佐見町役場
14 : OCド16 : 30 エレナ波佐見店

[食生活改善推進員実践講座]

１１月26日(水) 13 : 3Cト16 : 3G 総合文化会館
１１月27日(木) 19 : 00～21 : 30 農村環境改善センター

【認知症高齢者の家族の会】

１１月１３日(木)

１１月27日(木)
13:3Cト15:00

必ずテエツク

屡低綴金
使用者も､労出]=郎し、

長崎県最低賃金

総合文化会館

1
0
月
の
□
座
振
替
日
は
2
7
日
で
す

な

畑

平成26年io月1日から１時間６７７円

●問い合わせ先長崎労働局賃金室ao95-8ol-oo33

　　　　　　　　http://www.saki-roudctJkyokuJsite.nlhrw.ｐjp/

　　　　　　　　(または最寄りの労働基準監督著)

　最低賃金に関するサイト→http://www.saitei.hingin.inf./
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南つ子ふるさと祭り
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南　小
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の公

学
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１
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枚

一
　
　
一

潟無田郷陶山神社

中尾郷ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｽﾀｰﾄ･ｺﾞ刈ﾚ

体育センター

-　･-一一~

学枚だよリ波佐見の焼きもの体験　ご蒜。
　中央小学校は、波佐見町の伝統産業である焼きものを全学年が授業の中に取り入れ、様々な容器や飾り物を作ってい

ます。学年の実態に合わせて、焼き物の形は這いますが、子どもたちの創造力豊かな作品が毎年でき上がっています。

　１学期に成形をして、罠休みの問に先生方が素焼きを行い、２学期に入ってから、１年生と２年生は、素焼きした物

に絲の貝で色をつけます。３年生以

上は紬薬をかけて、本焼きをします。

　毎年、成形の時や粕薬かけの時は

長崎県窯業技術センターの徊配慮に

より、外部講師を派遣していただき

指導を受けています。

　できあがった作品は、１１月下旬

に校内展示をする予定です。

　御来校の際は、是非御覧ください。
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▲外部講師を招いての焼きもの授業
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▲昨年度の子どもたち朗乍品
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２の4出ﾌ広=の吃尼φホームページアドレスhttp://www.town.hasami.go.jp

メールアドレスtown-office＠town.hasami.19.jp

　　　　こめ11班波佐見li､石油笛ii禰･剤の･･一瓢を虞豆aに･Iき一眼－
淀たﾘ¥ｲﾝﾀを使用しています
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